
NTT コミュニケーションズ株式会社 広報室 

NTT Communications Corporation Public Relations Office 

〒100-8019 東京都千代田区大手町 2-3-1 大手町プレイスウエストタワー 

OTEMACHI PLACE WEST TOWER 2-3-1 Otemachi, Chiyoda-ku, Tokyo 100-8019, Japan 

Tel (03)6700-4010 International +81 3 6700 4010 

2024年2月29日 

 

「APN専用線プラン powered by IOWN」の提供を開始  

～拡大する AI 活用や映像伝送などの大容量・低遅延のニーズに対応～ 

 

 

NTT コミュニケーションズ株式会社（以下 NTT Com）は、IOWN 構想※1 に基づき、お

客さまの通信インフラに対する高度化ニーズに対応した都道府県間を跨ぐ通信サービスで

ある「APN（オールフォトニクス・ネットワーク）専用線プラン powered by IOWN※2※3」

（以下「APN 専用線」）を 2024 年 3 月 1 日より提供開始します。 

また APN 専用線と合わせてご利用いただける、End to End での遅延量の可視化や遅延

調整機能を備えた端末装置（以下「遅延調整装置」）の提供も開始します。 

 

1．背景 

 近年、オンラインでの動画配信、映像などのデータを取り扱う IoT デバイスの増加など

により、大容量・低遅延通信のニーズが拡大しています。加えて昨今の生成 AI や自動運転

技術など GPU（Graphics Processing Unit）を活用した新たな利用形態の進展により、デ

ータ転送容量や消費電力量の大幅な増加が課題となっています。 

このような課題に対応するため、光を中心とした革新的技術を活用することで、高速大容

量通信ならびに膨大な計算リソースなどを提供可能とし、端末を含めたネットワークおよ

び情報処理基盤を実現する IOWN 構想への期待が高まっています。 

このような状況を受け、今回、NTT Com はフォトニクス（光）ベースの技術を活用し

「APN 専用線」サービスの提供を開始します。 

 

２．サービス概要・ユースケース 

「APN 専用線」は、お客さまの既存設備やニーズに合わせた多様な伝送プロトコルを収

容可能な OTU4※4 をユーザーインターフェイスに採用し、イーサネットや SDH などの多

重収容を可能にします。お客さまのご要望に応じて、NTT Com の国内 70 拠点以上のデー

タセンター間などを「APN 専用線」で接続することができるため、クラウド事業者やイン

ターネットサービスプロバイダーなどの大容量バックボーンやプラットフォーム構築ニー

ズに、高い品質で対応できます。 

 



 

 

 

 

また、「APN 専用線」と「遅延調整装置」を組み合わせることで、End to End での遅延の

可視化・調整が可能となります。これによりイベント開催で遠隔地にある会場間をリアル

タイム映像で結び一体感を生み出す演出の実現や、遠隔地にある工場の精密な機械操作、

多拠点からの CAD 設計業務の連携、遠隔医療などでの活用が期待できます。 

 

３．提供内容 

 提供品目：100Gbps 

 提供インターフェイス：OTU4 

 提供エリア：国内全域 

 提供料金：NTT Com の営業担当へお問い合わせください 

 

４．提供開始日 

 2024 年 3 月 1 日 

 

５．お申し込み方法 

 NTT Com の営業担当へお問い合わせください 

 

６．今後の展開について 

2025 年度内に、新たな通信設備の導入と Software-Defined 技術の活用によって、さら



 

 

なる大容量・低遅延・低消費電力通信を、迅速かつ柔軟に、リーズナブルな料金で提供でき

る APN 通信サービスを実現します。具体的には、400Gbps 以上品目の提供やポータルに

よるオンデマンド増速機能などを順次提供する予定です。 

さらに、高発熱サーバー対応の超省電力データセンターである「Green Nexcenter™」※5

との接続を加速していくことで、生成 AI などの GPU 利用に必要な電力量を大幅に削減し

た環境を提供し、グリーントランスフォーメーションの実現に貢献します。 

また、APN 通信サービスの特性を活かし、データセンター間通信の遅延値削減などによ

る地域へのデータセンター分散などのニーズに対応していきます。 

NTT Com は、今後も先進的なネットワークやデータセンターサービスの提供によりお客

さまのデジタルトランスフォーメーション（DX）の実現や、社会課題である情報通信イン

フラのレジリエンス強化に貢献します。 

 

 

 

NTT ドコモ、NTT Com、NTT コムウェアは、ドコモグループの法人事業を統合し、法人事業ブランド

「ドコモビジネス」を展開しています。「モバイル・クラウドファースト」で社会・産業にイノベーション

を起こし、すべての法人のお客さま・パートナーと「あなたと世界を変えていく。」に挑戦します。 

 

 https://www.ntt.com/business/lp/docomobusiness.html?rdl=1 

 

NTT Com は、事業ビジョン「Re-connect X ®」にもとづき、お客さまやパートナーとの共創によって、

With/After コロナにおける新たな価値を定義し、社会・産業を移動・固定融合サービスやソリューション

で「つなぎなおし」、サステナブルな未来の実現に貢献していきます。 

 
 https://www.ntt.com/about-us/re-connectx.html 

 

※1 IOWN 構想とは、最先端の光技術などを使って豊かな社会を創るためのネットワーク基盤構想のこと

です。「IOWN®」は、日本電信電話株式会社の商標または登録商標です。  

※2 「Arcstar Universal One イーサネット専用線サービス」の OTU4 メニューを選択いただくことでお

申し込みが可能です。 

※3 一部の区間で既存装置を利用しているため、電気変換を行っている箇所があります。 

※4 OTU4 とは、通信基幹網を支える国際標準 Optical Transport Network（OTN）規格の 1 つです。

OTN はイーサネット、SDH などの多様なクライアント信号や暗号化/前方誤り訂正（FEC）機能に対

応、OTU4 はその中でも 100Gbps 通信に対応しています。 

※5 超省エネ型冷却環境を実現するデータセンターで、液冷方式のサーバー機器に対応しています。 
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